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１ 根拠 大学設置基準（専門職大学）

２ 概要

学修者目線でより良い学びができるよう、短大カリキュラム検証ワーキングチーム

を立ち上げ、カリキュラムの修正を検討した。

３ カリキュラム検証の経緯

学生からの授業評価アンケート、大学評価アンケート、短大教員からのアンケート

等を参考に、カリキュラムの修正意見を取りまとめ、それが実施可能かワーキングチ

ームで仕分けを行った。その仕分け及び修正案について、教授会、文部科学省等で意

見を伺いながら、最終案をとりまとめた。

教育課程連携協議会（令和 4年 9 月 21 日開催）において、委員からは案のとおり

進めることに賛同する意見が多数あった。

４ カリキュラム改正の概要

① 「効率的に単位を取得するため」及び「受講可能科目を増やすため」に授業を分割

・通年の科目「静岡学」、「情報処理演習」、「保健体育」を春夏期と秋冬期の２つに

分割し、それぞれで評価を行う

・秋期と冬期に 30 コマで開構している「食品加工演習」を、秋期に 15 コマ、冬期

に 15 コマに分割する

② 卒業後即戦力となる実践的な内容が学べる授業を自由科目として新規に開講

令和５年３月 15 日

短大カリキュラムの改善について（連携協議会報告）

（短期大学部）

修正前 修正後

「静岡学」2単位 「静岡学Ⅰ」1単位、「静岡学Ⅱ」1単位

「情報処理演習」2単位 「情報処理演習Ⅰ」」1 単位、「情報処理演習Ⅱ」1単位

「保健体育」2単位 「保険体育Ⅰ」1単位、「保健体育Ⅱ」1単位

修正前 修正後

―
「実践マーケティング（仮称）」（7.5 コマ 1単位）

（外部講師を召喚）

―

「大型機械実習Ⅱ（仮称）」 (15 コマ 1単位）

（大型機械限定解除、大型機械牽引免許を取得）

畜産コースの学生が対象。受講者が少ない場合は、他のコース
の学生も受講可能。

修正前 修正後

「食品加工演習」

（秋期・冬期 30 コマ）

「食品加工演習Ⅰ」 秋期 15 コマを 2回開講

「食品加工演習Ⅱ」 冬期 15 コマを 2回開講
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③ 受講希望者の多い選択科目の授業回数を増加（1回→2 回）

④ 基礎知識が少ない時期（1年夏期）の学生に対する授業内容の改善

⑤ 授業間の内容の重なりへの対応

・類似の内容を教える教員間で話し合い、講義内容を見直す。同じ内容を説明する

にしても、開講時期に応じ、導入、基礎、応用と内容を深めるようにする。

・講義内容の共有化を図る（全員がアクセスできる共有フォルダーに講義資料をで

きるだけ保存し、全教員が見られるようにする）

⑥ 2年冬期に実施している必修科目「農山村田園地域公共学」の開講時期の一部変更

⑦ その他

・ 講義の聴講について・・・学生の興味のある講義については、特定の時間の み

でも、聴講可能とする（ただし、単位取得はできない）。

聴講したい場合は、学生が講義担当教員に直接申し込む。

茶道、華道は人数が増えると対応できない場合があるの

で、講師と教務課に聴講可能か相談することとした。

・ 授業の曜日・時間の変更・・カリキュラムの変更に伴い、授業の曜日・時間も

若干変更した。

修正前 修正後

「樹木・組織学」

1年夏期

「樹木・組織学」

2年冬期

「森林生態学」

2年冬期

担当教員 1名

「森林生態学」（仮称）

1年夏期

森林生態学を中心に、木材生産から加工までの概論的な講
義内容とする。講義はオムニバス方式で実施。

担当教員5～7名

修正前 修正後

「農山村田園地域公共学」

2年冬期に開講

「農山村田園地域公共学」

1年冬期（栽培コース）、2 年冬期（林業・畜産コース）に開講

修正前 修正後

「営農と農業関連法」 15 コマ 2単位 「営農と農業関連法①」、「営農と農業関連法②」

15 コマ 2単位
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